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学校教育課 



（１）部活動の現状

先生が生徒と向き合う時間が少ない！

（２）部活運営について国の方針

持続可能な部活環境を！学校だけでなく地域全体で！

専門の人に教わりたい！

活動がどんどん減っていく！ 少子化等でチームが組めない！

教員の兼職兼業保障 働き方改革の推進

地域人材の発掘家庭の費用負担軽減

選択できる種目数の確保子どもの活動機会の保障

（３）大磯町が目指すこと

（４）大磯式部活動とは

大磯式部活動の状況について

R6.5月より開始
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１．大磯式部活動開始までの経緯



実施
学校数 ２ 校 全生徒数 770 人

※R7.３.31現在

部活動数
運動部22
文化部10

対象の部活 全ての部活動
で実施

指導者
登録数

教員（兼職兼業）
29人【うち派遣26人】

地域の指導者
15人【うち派遣11人】

運営団体 総合文化スポーツクラブ
（一般社団法人 星槎湘南大磯総合型スポーツクラブ）

種目
野球、サッカー、ソフトテニス、バスケットボール、
卓球、バレーボール、柔道、剣道、
吹奏楽、科学、美術、演劇、生物園芸、家庭科、文芸

平均的な
活動回数

４～５回/月 参加生徒数
３年：156人
２年：217人 計569人
１年：196人

保護者
費用負担

R6は無し 学校別
活動状況

大磯中：16部活、343人
国府中：16部活、226人

○学校部活動に近い環境下で活動。子どもたちの「安心・安全」を保障。

○学校施設を活用し会場費用を節約。新たな費用負担を抑制した。

○部活動の活動率を維持。「体験格差」が広がらないようにできた。

○文化スポーツクラブと連携。指導者の発掘・育成を継続的に行える体制を構築した。

○指導を希望する教員が兼職兼業で指導を継続。熱意ある教員の力を発揮できた。

○地域の指導者を顧問にできる体制構築。教員が部活動に従事しない選択ができた。

（１）活動の概要

（２）成果
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２．令和6年度の活動について



区分 R5まで※従来型 R6※大磯式開始 R7※大磯式２年目

顧問 教員
教員

地域の指導者
教員

地域の指導者

報酬対象 なし １人 ２人で検証

（１）R6 支出内訳

区分 単価 予定 決算見込 予算 決算見込

指導者報酬
2,000円

3,290
時間

2,783
時間

6,580,000円 5,566,000円

指導者保険
（64歳以下）

1,850円 61人 32人 112,850円 59,200円

指導者保険
（65歳以上）

1,200円 5人 5人 6,000円 6,000円

事務手数料 220,000円 11ヶ月 11ヶ月 2,420,000円 2,420,000円

合計 9,118,850円 8,051,200円

＜執行残の主な理由＞ ※執行残1,067,650円

・２つの部を１人で指導したことによる減
( 男子柔道 及び 女子柔道、男子剣道 及び 女子剣道 ）

・指導者報酬の受け取り辞退による減（ 卓球や野球等の指導者 ）

・指導者保険の加入者数の減

（２）R6 指導者別報酬内訳

区分 決算見込

教員（兼職兼業） 3,908,000円

地域の指導者 1,658,000円

計 5,566,000円

（３）R6 各校報酬内訳

区分 決算見込

大磯中 2,670,000円

国府中 2,896,000円

計 5,566,000円

（４）今後の展望
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３．令和6年度の決算見込みと今後の展望


